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１
政治機構と国民生活①
教科書p.110～112➡




１．国会の地位と役割
・国民主権…国の政治のあり方を決める権限は国民がもつ
 　　　↓　国政に関するすべてを決めることは不可能
・代表民主制（間接民主制）…国民の代表者が権力を行使
→国会：国民の代表者により構成される
→「国権の最高機関」であり「唯一の立法機関」

２．国会の構成
[bookmark: _Hlk76470958]・二院制…衆議院＋参議院
→全国民を代表する選挙された議員によって組織
・国会議員の特権…国民の代表者としての行動が妨げられないようにするために認められた特権
不逮捕特権：会期中は逮捕されない（第50条）
免責特権：議院内での発言や表決について議院外で責任を問われない（第51条）
・国会の議決…衆議院と参議院両方の意思が合致する必要がある
→合致しなかった場合は両院協議会で協議
・衆議院の優越…以下については衆議院の議決が優先される
法律案の議決（第59条2項），予算の議決（第60条2項），条約の承認（第61条），内閣総理大臣の指名（第67条2項）
※衆議院議員のほうが任期も短く，解散もあるため，民意をよりよく反映していると考えられるから
・国会の種類…常会／臨時会／特別会／参議院の緊急集会

３．国会の権限
・立法に関する権限
…法律案の議決（第59条），条約の承認（第61条），憲法改正の発議（第96条）など
・三権相互の抑制に関する権限
…内閣総理大臣の指名権（第67条），衆議院の内閣不信任議決権（第69条），弾劾裁判所の設置（第64条）など
・行政監督に関する権限
　…国政調査権（第62条）

４．国会の審議
・委員会制度
委員会による審議　→　本会議における議決
→議決は多数決（第56条）⇔少数意見に配慮した慎重な審議が原則
【国民の意思を政治に反映するために】
・党議拘束…政党の所属議員は政党の決定に従うべきとする考え
・国会審議活性化法…政治家どうしの議論の活性化が目的
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政治機構と国民生活②
教科書p.113～115➡




１．議院内閣制
・内閣は，国会の信任に基づいて成り立つ＝議院内閣制
⑴内閣総理大臣は国会議員のなかから，国会の議決で指名される（第67条）
⑵その他の国務大臣は内閣総理大臣が任命するが，過半数は国会議員でなければならない
（第68条）
⑶内閣は国会に対して連帯して責任を負う（第66条3項）
⑷衆議院が内閣不信任を議決したときは，内閣は衆議院を解散するか，または総辞職しなければならない（第69条）
２．内閣の権限
【内閣】
・内閣は，国会が制定した法律を執行する行政権を行使する
　→分野によっては，行政委員会が権限を行使
・内閣がもつその他の権限
…外交関係の処理や条約の締結，予算の作成，政令の制定（第73条），天皇の国事行為に対する助言と承認（第3条），最高裁判所長官の指名と裁判官の任命（第6条2項／第79条1項／第80条1項）など
【内閣総理大臣】
・内閣総理大臣…内閣の首長
・内閣総理大臣の権限
　憲法…国務大臣の任免権（第68条），行政各部の指揮監督権（第72条）など
法律…閣議の主宰（内閣法第4条），
自衛隊の防衛出動および治安出動の命令（自衛隊法第76条）など
３．行政権優位と官僚支配
・国会…「国権の最高機関」
・中央省庁の官僚機構が大きな役割
→委任立法…国会からの委任を受けて内閣が立法
→国会審議で官僚が質疑・答弁のシナリオを作成する慣行
・官僚支配←政治・行政改革の根本的な課題とされてきた
４．官主導社会の転換
【行政の透明性の確保】
・オンブズ・パーソン（行政監察官）制度…行政機関を外部から監視，市民の苦情申立てを処理
・独立行政法人の導入（2001年）…行政事務の一部を省庁から独立した機関に任せることで，効率性・透明性の向上をはかる
・行政手続法の制定（1993年）…許認可や行政指導の過程の透明化が目的
・情報公開法の制定（1999年）…すべての人に行政文書の開示請求権を認める
・業界と官庁との癒着の原因となる官僚の「天下り」の制限
・国家公務員倫理法…贈与や株取引の報告・公開，国家公務員倫理審査会・倫理監督官の設置などを定める
・国家公務員制度改革基本法…内閣人事局による幹部人事の一元化などの改革→縦割り行政の弊害の是正と，官僚主導の政治の転換をはかる

